■学術集会「開催／参加」報告■


タイトル
[bookmark: _Hlk9173248]
人間工学　花子，赤坂　太郎（所　属）




― 1 ―
1. はじめに
1-1. 原稿について
本テンプレートは，学術集会開催報告または参加報告原稿のテンプレートです．冒頭の部分の【開催／参加】のいずれかを選択頂き，執筆をお願いします．
「学術集会開催・参加報告」は人間工学と関連した領域の学術集会開催・参加報告（原則刷上り2ページ以内）と投稿規程に記されております．執筆にあたっては下記の事項を守ってください．

□	本報告は学会や部会等の活動内容を会員に共有し，人間工学の発展に役立てることを目的とします．活動の概要，成果，今後の課題等を簡潔にまとめてください．個別の研究成果の報告は対象外です．
□	投稿規程では「原則刷上り2ページ以内」と定めています．運用上は3ページまでを認めていますが，できる限り2ページ以内に収めてください．なお，日本人間工学会全国大会の報告や編集委員会が特に認めた場合に限り，4ページまで可とします．
□	学術集会の概要を会員が理解しやすいように（学術論文のような堅い形式ではなく），解説的で平易な表現で簡潔にまとめてください．
□	図表（写真含む）を掲載する場合は3-1に示すように図・表・写真番号（図１，表１，写真１）およびタイトルを記してください．また，本文中に図・表・写真番号を記載してください．
□	所属は勤務先または学会所属（部会・支部会など）のいずれか，または両方を記載できます．学会所属を著者名の前に示す形式も可能です．　
□	開催日から3か月以内にご提出ください．
1-2. 原稿の提出と入稿・掲載までの流れ
原稿提出先：
　日本人間工学会編集委員会
editjes@ergonomics.jp
WORDファイルをメール添付にてお送りください．

提出期日：
学会誌は原則として偶数月の15日前後に発行されます．つきましては，原稿をご寄稿の際は，【発行前の奇数月15日まで】に上記の提出先へお送りください．ただし，掲載は開催日以降に発行される直近3号までに限ります．

入稿までの流れ：
　提出いただいた原稿は編集委員会で確認のうえ，掲載の可否を判断します．内容によっては修正をお願いする場合があります．
　著者校正の期間は3日間（72時間）です．ただし，上述した修正対応などに時間を要した場合は，校正期間が短縮されることがあります．
　著者校正（初校）が奇数月25日までに完了した原稿が，直近号（翌月発行）に掲載されます．

2. J-STAGEでの公開について
2-1. 早期公開について
現在，開催報告はJ-STAGEでの即時掲載を行っておりません．早期公開を希望される場合は，有料（1編につき1万円）で対応いたします．希望される方は，編集委員会までお知らせください．
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○.

3. 見出し
3-1. 小見出し
午前の部では□□大学の◎◎先生より「▲▲」のテーマにて講演頂きました（写真1）．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○.

写　真

写真1　◎◎先生の講演の様子

文　献
本文中には，引用個所の右肩に文献の番号を記載し，本文末尾に出現順にまとめて記載してください．書誌情報は誤りのないように記載してください．形式は原著論文の執筆要領に準じて下さい（チェックリストも活用ください）．執筆要領に従っていない場合は差し戻す場合があります．
https://www.ergonomics.jp/journal/journal_post/rules.html
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